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（整理番号２２１２） 

長野地方最低賃金審議会 

特定最低賃金（３業種）合同専門部会 議事録 

 

                     令和６年４月１７日 公開 

開催日時 

場所 

令和５年９月２５日 １０：３０～１１：３５ 

長野ターミナル会館 ４Ｆ国際ホール 

出席状況 

計

量

器

等 

公益代表委員 出席３人 定数３人 

労働者代表委員 出席３人 定数３人 

使用者代表委員 出席３人 定数３人 

は

ん

用

等 

公益代表委員 出席３人 定数３人 

労働者代表委員 出席３人 定数３人 

使用者代表委員 出席３人 定数３人 

各

種

小

売 

公益代表委員 出席３人 定数３人 

労働者代表委員 出席３人 定数３人 

使用者代表委員 出席３人 定数３人 

主要議題 

１ 特定最低賃金専門部会運営規程について 

２ 特定最低賃金に関する諮問経緯について 

３ 最低賃金改定の推移ほか各種統計資料について 

４ 今後の審議の進め方について 

５ その他 

議 事 録  

 

 ○ 古 畑賃 金室長  

   そ れ で は、 定刻 となりま したの で、 長野地方 最低賃 金審 議会令和

５ 年度特定 最低賃 金合 同専門部 会を開 催い たします 。  

   本 日 は 、特 定最 低賃金３ 業種合 同に よる、第 １回目 の専 門部会と

い う位置付 けにな りま す。  

議 事 進行を お願い する 部会長代 表が決 まる までの間 、事務 局が 議

事 を進行さ せてい ただ きます。  

申 し 遅れま したが 、私 は、長野 労働局 賃金 室の古畑 でござ いま
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す 。  

ど う ぞよろ しくお 願い いたしま す。  

は じ めに各 専門部 会の 定足数の 確認で す。  

各 専 門部会 の委員 総数 は、９名 となっ てお りますと ころ、 本日 の

出 席者につ きまし ては 、  

計 量 器等専 門部会 委員 が、９名  

は ん 用機械 等専門 部会 委員が、 ９名  

各 種 商品小 売業専 門部 会委員が 、９名 でご ざいます 。  

   最 低 賃 金審 議会 令第５条 第２項 の規 定により 、各専 門部 会それぞ

れ ３分の２ 以上の 出席 がありま すので 、い ずれの専 門部会 も有 効に

成 立してい ること をご 報告申し 上げま す。  

   で は 、 はじ めに 労働基準 部長か らご 挨拶を申 し上げ ます 。  

 

 ○ 柘 植労 働基準 部長 の挨拶  

お は ようご ざいま す。  

長 野 労働局 労働基 準部 長の柘植 と申し ます 。よろし くお願 いい た

し ます。  

委 員 の皆様 方には 、大 変お忙し い中、 御出 席をいた だきま して 誠

に ありがと うござ いま す。  

ま た 、今般 の「特 定最 低賃金専 門部会 」の 委員をお 引き受 けい た

だ きました ことに 、事 務局を代 表いた しま して感謝 申し上 げま す。  

ご 案 内のと おり、 計量 器等製造 業、は ん用 機械器具 等製造 業及 び

各 種商品小 売業の ３業 種の特定 最低賃 金に つきまし ては、 先月 ８月

２ ３日に開 催され まし た「長野 地方最 低賃 金審議会 」にお きま し

て 、長野労 働局長 より 改正決定 の諮問 をさ せていた だいた とこ ろで

す 。  

 

こ れ からご 審議い ただ きます「 特定最 低賃 金の改正 決定に 係る 審

議 」におい ては、 労使 のイニシ アティ ブが 求められ るもの であ り、

ま た、７月 １８日 にご 報告いた だいて おり ます「運 営問題 小委 員会

報 告」にお いては 、特 定最低賃 金につ きま して、  

  改 正発効は 、年内 を原 則とし、 法定発 効な いし指定 日発効 と

す る。  
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  第 １回の専 門部会 は全 業種の合 同部会 とす る。  

  各 専門部会 は、３ 回を めどに結 審とす る。  

  全 会一致に 限り、 専門 部会の決 議を審 議会 の決議と する。  

と い った、 基本方 針が 議決され ていま す。  

従 前 から、 原則と して 、各部会 におい て『 全会一致 』の議 決を い

た だき、本 審まで 持ち 越さない といっ た、 円滑な審 議が行 われ てき

て いるとこ ろです 。  

 

事 務 局とい たしま して も、円滑 な審議 運営 となりま すよう 最大 限

努 めてまい ります ので 、委員の 皆様方 にお かれまし ては、 引き 続き

日 程調整な どにつ きま して、ご 理解と ご協 力を賜り ますよ うお 願い

申 し上げま す。  

そ れ では、 本日は よろ しくお願 いいた しま す。  

 

○ 古 畑賃金 室長  

続 き まして 、事務 局か らのご報 告でご ざい ます。  

   本 日 の 合同 によ る専門部 会は原 則公 開となっ ており 、事 務局で審

議 会会議公 開要綱 第３ 条に基づ き公開 の公 示をした ところ 、本 日１

名 の傍聴希 望者が あり 、傍聴い ただい てお りますの で、報 告い たし

ま す。  

   ま た 、 最低 賃金 法第２５ 条第５ 項及 び同法施 行規則 第１ １条第１

項 の規定に より、 関係 労使から の意見 聴取 の公示を 令和５ 年８ 月２

３ 日から９ 月１３ 日ま で行いま したが 関係 労使から の意見 書の 提出

は ございま せんで した 。  

   事 務 局 から のご 報告は以 上でご ざい ます。  

 

 ○ 古 畑賃 金室長  

   そ れ で は次 第に 沿って進 めさせ てい ただきま す。  

お 手 元の資 料№１ －１ から１－ ３まで 、各 専門部会 委員名 簿を 配

付 させてい ただい てお りますの で、こ の名 簿の配付 をもち まし て委

員 紹介とさ せてい ただ きます。  

   続 き ま して 、各 専門部会 の部会 長及 び部会長 代理の 選出 について

お 諮りいた します 。  
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部 会長の選 出につ きま しては、 最低賃 金法 第２５条 第４項 にお い

て 、  

同 法 第２４ 条の『 公益 を代表す る委員 のう ちから委 員が選 挙す

る 。』  

を 準 用する と定め られ ておりま す。  

従 来 、公益 委員の ご協 議により 決めて いた だいてお ります が、 い

か がいたし ましょ うか 。  

 

＜ 「 従来ど おり」 の声 あり＞   

 

 ○ 古 畑 賃 金室長  

   従 来 ど おり とう いことで よろし いで しょうか 。  

そ れ では公 益委員 でご 協議方よ ろしく お願 いします 。  

協 議 がまと まりま した ら、結果 のご発 表を お願いし ます。  

 

   ＜ 公 益 委員 協議 ＞  

 

 ○ 昆 委員  

   そ れ で は、 各専 門部会の 部会長 及び 部会長代 理につ いて 発表いた

し ます。  

ま ず 、計量 器等専 門部 会、部会 長は沼 尾委 員、部会 長代理 は倉 﨑

委 員、はん 用機械 器具 等専門部 会、部 会長 は𠮷村委 員、部 会長 代理

は 山本委員 、各種 商品 小売業専 門部会 、部 会長は昆 、部会 長代 理は

山 本委員、 以上と なり ました。  

 

 ○ 古 畑賃 金室長  

確 認 させて いただ きま す。  

計 量 器等専 門部会 、部 会長は沼 尾委員 、部 会長代理 は倉﨑 委員 、

は ん用機械 器具等 専門 部会、部 会長は 𠮷村 委員、部 会長代 理は 山本

委 員、各種 商品小 売業 専門部会 、部会 長は 昆委員、 部会長 代理 は山

本 委員との ことで ござ いますが 、よろ しい でしょう か。  

 

   ＜ 労 使 委員 から の「異議 なし」 の声 あり＞  
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 ○ 古 畑 賃 金室長  

   そ れ で は、 ご発 表のとお り決定 しま したので 、よろ しく お願いい

た します。  

   各 部 会 長が 選任 されまし たとこ ろで 、冒頭に も申し 上げ ましたと

お り、本日 は３部 会合 同による 第１回 目専 門部会で ありま すの で、

こ れからの 議事の 進め 方につい てお諮 りい たします 。  

   従 来 か ら合 同開 催の場合 は、各 部会 長でご協 議の上 、部 会長代表

を 決めてい ただき 、部 会長代表 に議事 を進 行してい ただい てお りま

す 。  

今 回 も、従 来と同 様に させてい ただけ れば と考えて おりま すが 、

い かがでし ょうか 。  

 

   ＜ 労 使 委員 から の「従来 どおり 」の 声あり＞  

 

 ○ 古 畑賃 金室長  

   そ れ で は各 部会 長でご協 議をお 願い いたしま す。  

   決 ま り まし たら ご発表を お願い しま す。  

 

＜ ３ 業種の 部会長 で協 議＞  

 

 ○ 昆 委員  

   そ れ で は、 私か ら発表さ せてい ただ きます。  

計 量 器等製 造業専 門部 会長の沼 尾委員 に部 会長代表 となっ てい た

だ くことと いたし まし たので、 よろし くお 願いいた します 。  

 

 ○ 古 畑賃 金室長  

   そ れ で は、 これ からの議 事につ いて 、沼尾部 会長代 表に お願いい

た します。  

 

 ○ 沼 尾部 会長代 表  

   皆 さ ん おは よう ございま す。  

改 め まして 、沼尾 でご ざいます 。後半 戦も 円滑かつ 効率な 議論 が
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で きますよ う皆様 のご 協力をお 願いい たし ます。   

議 事 に入り ます前 に、 先ほど事 務局か ら説 明があり ました とお

り 、  

   本 日 の 合同 専門 部会は原 則どお り、 公開とし ており ます 、第２回

以 降の各専 門部会 につ きまして も、原 則公 開として おりま す。 ただ

し 、率直な 意見の 交換 若しくは 意思決 定の 中立性が 不当に 損な われ

る おそれが ある等 の場 合は部会 長の判 断に より非公 開とい たし ま

す 。  

   ご 承 知 いた だき ますよう よろし くお 願いいた します 。  

   な お 、 本日 の議 事録確認 委員は 、  

       労 働 者 代表委員  櫻 井 委員  

       使 用 者 代表委員  土 井 委員 にお願い いたし ます 。  

   そ れ で は、 次第 に沿って 議事を 進め てまいり ます。  

   ま ず 、 議題 ２の 「特定最 低賃金 に関 する諮問 の経緯 につ いて」で

す 。事務局 で説明 をお 願いしま す。  

 

 ○ 古 畑賃 金室長  

   特 定 最 低賃 金に 関する諮 問経緯 につ きまして は、資 料№ ５で一連

の 関係書類 をお示 しさ せていた だいて おり ますので 、ご覧 いた だき

た いと思い ます。  

   ま ず 、 ４枚 目以 降に添付 してお りま す「特定 最賃改 正決 定申出

書 」（写 ）のと おり、 ７月２６ 日付で 改正 決定に関 する申 出が あ

り 、この申 し出受 けて 、８月７ 日付け で、 長野労働 局長か ら審 議会

長 へ「特定 最低賃 金改 正決定の 必要性 の有 無につい て」諮 問さ せて

い ただきま した。  

こ の 諮問に 基づき まし て、審議 会でご 審議 をいただ き、８ 月２ ３

日 付けをも って、 審議 会長から 長野労 働局 長あて特 定最賃 を改 正決

定 する必要 を認め る旨 の答申を いただ きま したので 、同日 付け をも

ち まして、 長野労 働局 長から審 議会長 あて 「特定最 賃改正 につ い

て 」諮問を させて いた だいたと ころで あり ます。  

諮 問 内容は 、産業 別３ 業種の改 正決定 につ いて調査 審議を お願 い

す るものと なって おり ます。  

   諮 問 の 経緯 につ きまして 、事務 局か らの説明 は以上 でご ざいま
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す 。  

 

 ○ 沼 尾部 会長代 表  

   た だ い まの 説明 について 、何か ご質 問はあり ますで しょ うか。  

    

 ＜ 特 段 質 問等な し＞  

 

 ○ 沼 尾部 会長代 表  

   そ れ で は、 次に 、議題３ の「最 低賃 金改定の 推移ほ か各 種統計資

料 」につい て、お 願い いたしま す。  

 

 ○ 古 畑賃 金室長  

各 種 統計資 料につ きま しては、 資料№ ８か ら２１ま で、本 日時 点

に おける最 新の経 済状 況等の資 料を配 付さ せていた だいて おり ます

の で、ご確 認くだ さい 。  

ま ず 、№８ の１及 び８ の２は、 特定最 低賃 金を含む 長野県 にお け

る 最低賃金 改定の 推移 でござい まして 、８ の１が発 効年月 日を 入れ

た もの、８ の２が 引上 額、未満 率等を 示し た資料と なって おり ま

す 。№９は 、３業 種の 特定最低 賃金に 係る 長野県賃 金実態 調査 結果

報 告書にな りまし て、 ９の１が 計量器 等製 造業、９ の２が はん 用機

械 器具等製 造業、 ９の ３が各種 商品小 売業 の調査結 果とな って おり

ま す。№１ ０はパ ート タイム労 働者の １求 人票あた りの募 集賃 金

（ 全国版 ）、№ １１は 職業別求 人募集 （平 均）賃金 （令和 ５年 ４月

分 ）（長 野県版 ）、 №１ ２は令和 ５年春 闘妥 結状況の 最終報 、№ １３

は 毎月勤労 統計の ６月 分、№１ ４は日 銀松 本支店が ９月６ 日付 で公

表 した、長 野県金 融経 済動向と 主要金 融経 済統計、 №１５ は最 新の

公 表が７月 であり ます 日銀短観 、№１ ６は 法人企業 景気予 測調 査

（ ２０２３ 年９月 １３ 日）、 №１７ は最近 の長野県 経済の 動向 、№

１ ８は長野 県鉱工 業指 数の７月 分速報 、№ １９は長 野市消 費者 物価

指 数８月分 確報値 、№ ２０は最 近の雇 用情 勢７月分 、№２ １は 県内

企 業の価格 転嫁、 賃上 げの動向 と課題 に関 する調査 結果（ 令和 ５年

９ 月６日） 長野県 産業 労働部、 以上に なり ます。  

今 後 の審議 におけ る資 料にして いただ けれ ばと思い ます。 事務 局
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か らの説明 は以上 でご ざいます 。  

 

 ○ 沼 尾部 会長代 表  

   た だ い まの 資料 説明につ いて、 ご質 問、ご意 見等ご ざい ますでし

ょ うか。  

 

    ＜ 特 段 質 問、 意見等な し＞  

 

 ○ 沼 尾部 会長代 表  

   よ ろ し いで しょ うか。  

で は 、議題 ４の「 今後 の審議の 進め方 につ いて」お 願いい たし ま

す 。  

同 じ く事務 局でお 願い します。  

 

 ○ 古 畑賃 金室長  

   専 門 部 会に おけ るこれか らの審 議の 進め方に ついて 説明 させてい

た だきます 。  

ま ず 、資料 №６と して 配付して おりま す、 ７月１８ 日付の 「運 営

問 題小委員 会  委 員 長 報告（写 ）」 をご覧 いただき たいと 思い ま

す 。  

最 低 賃金審 議会の 審議 に当たっ ての基 本的 事項につ きまし ては 、

従 来から運 営問題 小委 員会報告 に基づ き審 議してい ただい てお りま

し て、特定 最低賃 金に つきまし ても、 この 報告の記 の２に あり ます

（ １）から （４） によ り審議し ていた だい てきてお ります 。  

特 定 最賃の 発効に つき ましては 、（ １）の とおり「 発効は 、年 内

を 原則とし 、法定 発効 ないし指 定日発 効と する。」とさ れてお りま

す 。これは 、審議 状況 に応じて 発効日 に柔 軟性を持 たせた うえ で、

公 労使によ る十分 な審 議をして いくと いう ことに重 きを置 きつ つ、

原 則という 言葉を 用い ることに より、 一定 の制限は 設ける こと とさ

れ たもので す。  

ま た 、審議 の回数 につ きまして は、（３） のとおり 「３回 を目 途

に 結審する 。」、（４） には「結 審は、 全会 一致に限 り審議 会令 ６条

第 ５項を適 用する 。」 とされ、 各専門 部会 で、全会 一致で 決議 され
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た 場合に限 り、審 議会 令第６条 第５項 を適 用し各専 門部会 の決 議を

も って審議 会の決 議と すること とされ てお ります。  

そ れ では今 後の審 議の 日程につ きまし て、 資料№７ をご覧 くだ さ

い 。  

こ の 資料は 、従来 の発 効日を基 点とし まし て、各委 員の日 程を み

た 上で、審 議回数 ３回 、予備日 １日で 全会 一致の結 論が出 た場 合の

日 程案とな ってお りま す。  

な お 、各専 門部会 委員 による日 程調整 にお きまして 、現在 適用 さ

れ ている発 効日を 基点 とした答 申日と なら ない場合 は、資 料№ ７に

添 付してお ります 「令 和５年度 答申要 旨の 公示日別 最短効 力予 定一

覧 表（特定 （産業 別） 最低賃金 の場合 ）」 の左端 、「答 申」欄 の日に

応 じた、表 の右端 「発 効」欄の 日が法 定発 効日とな ります こと をご

考 慮の上、 日程調 整を お願い申 し上げ ます 。  

事 務 局から の説明 は以 上でござ います 。  

 

○ 沼 尾部会 長代表  

た だ いま、 事務局 案が 示されま した。 今後 の日程に つきま して

は 、専門部 会ごと に事 務局案を 中心に 検討 をいただ きたい と思 いま

す が、いか がでし ょう か。  

 

 ○ 沼 尾部 会長代 表  

   よ ろ し いで しょ うか。  

そ れ では、 今後の 日程 につきま しては 、そ れぞれの 専門部 会に 分

か れていた だいて 、事 務局案を 中心に ご検 討をいた だきま す。  

複 数 の専門 部会を 兼任 されてい る委員 がい らっしゃ います ので 、

ま ずは、計 量器等 専門 部会の日 程につ いて 、会場後 方にお 集ま りい

た だき、ご 検討を お願 いします 。  

   は ん 用 機械 等専 門部会及 び各種 商品 小売業専 門部会 の委 員の方

は 、少しお 待ちく ださ い。  

   で は 、 お願 いい たします 。  

 

＜ 計 量器等 、はん 用機 械器具等 、各種 商品 小売業、 それぞ れの 部

会 ごとに日 程調整 ＞  
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 ○ 沼 尾 部 会長代 表  

   それでは日程の確認を事務局からお願いします。 

 

 ○ 嶋 田指 導官  

   そ れ で は事 務局 から日程 の確認 をさ せていた だきま す。  

   ま ず 、 計量 器等 専門部会 は、第 ２回 が９月２ ８日木 曜日 午前１０

時 から、第 ３回目 １０ 月４日水 曜日午 前１ ０時から 、予備 日と なる

第 ４回目が １０月 ２５ 日水曜日 午前１ ０時 からの開 催とな りま すの

で よろしく お願い いた します。  

   次 に 、 はん 用機 械器具等 専門部 会は 、第２回 目が９ 月２ ９日木曜

日 午前１０ 時から 、第 ３回目が １０月 １２ 日木曜日 午後１ 時か ら、

予 備日とな る第４ 回目 が１０月 １９日 木曜 日午前１ ０時か らの 開催

と なります ので、 よろ しくお願 いいた しま す。  

   次 に 、 各種 商品 小売業専 門部会 は、 第２回目 が９月 ２９ 日金曜日

午 後１時３ ０分か ら、 第３回目 が１０ 月１ ６日月曜 日午前 １０ 時か

ら 、予備日 となる 第４ 回が１０ 月２３ 日月 曜日午前 １０時 から とな

り ました。   

会 場 は、い ずれも 長野 労働局の １階及 び２ 階の会議 室とな りま す

の で、また ご案内 いた します。  

以 上 でござ います 。  

 

＜ 「 異議な し」の 声あ り＞  

 

 ○ 嶋 田指 導官  

   そ れ で は、 只今 ご了解い ただい た日 程に基づ き、日 程表 を作成の

上 、送付さ せてい ただ き、また 、開催 場所 を入れた 開催通 知を 木曜

日 及び金曜 日に開 催さ れる第２ 回専門 部会 で、お示 しした いと 思っ

て おります 。  

事 務 局から は以上 でご ざいます 。  

 

 ○ 沼 尾部 会長代 表  

   そ れ で は、 再確 認してい ただけ れば と思いま す。  



- 11 - 
 

最 後に、議 題５の 「そ の他」で すが、 事務 局、何か ありま すか。  

 

 ○ 古 畑賃 金室長  

   本 年 度 は、 合同 部会の日 程調整 に苦 慮し、開 催が例 年よ り遅くな

っ てしまっ たこと によ り、第２ 回専門 部会 を同じ週 に開催 、さ らに

同 日に二つ の専門 部会 を開催せ ざる負 えな い状況と なりま した こと

に つきまし て、事 務局 としてお 詫び申 し上 げます。  

そ れ では直 近の第 ２回 専門部会 の開催 日程 につきま して再 度確 認

さ せていた だきま す。  

計 量 器等専 門部会 が、 ９月２８ 日木曜 日午 前１０時 から、 はん 用

機 械器具等 専門部 会が 、９月２ ８日木 曜日 午後１時 から、 各種 商品

小 売業専門 部会が 、９ 月２９日 金曜日 午後 １時３０ 分から 、会 場

は 、すべて 長野労 働局 １階会議 室とな りま すので、 担当委 員の 皆様

に おかれま しては 御出 席をお願 いいた しま す。  

 

○ 沼 尾部会 長代表  

   そ の 他 議題 にな りますが 、労働 者代 表委員、 ござい ます でしょう

か 。  

 

 ○ 山 口委 員  

   労 働 者 代表 委員 の山口で ござい ます 。  

   本 年 も よろ しく お願いし たいと 思い ます。  

   ま ず は 、３ 業種 そろって の審議 入り に、感謝 申し上 げた いと思い

ま す。  

   資 料 № ５の 答申 にござい ますと おり 、例年と 違う各 種商 品小売で

「 次年度以 降のあ り方 について の審議 を十 分に尽く す」と いう こと

で 、答申が されて ござ います。  

   お そ ら く、 労働 者側委員 もそう です が、公益 の先生 方、 使用者側

の 先生方も 、たぶ ん初 めて審議 になる と思 われます ので、 どの よう

な 形で審議 をする のか 、どうい う結論 を導 き出して 、どこ に反 映さ

せ るかとい うこと を、 ある程度 事前に お考 えをまと めてい ただ い

て 、審議に 入って いた だければ 、審議 がス ムーズに すすむ ので はな

い かと思い ますの で、 そんなと ころを ご要 望させて いただ けれ ばと
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思 いますの で、よ ろし くお願い したい と思 います。  

 

 ○ 井 出委 員  

   山 口 委 員、 もう 一度かい つまん で発 言をお願 いしま す。  

 

 ○ 山 口委 員  

   例 年 は 、金 額審 議のみで あると 思う のですが 、今回 は、 次年度以

降 の審議の あり方 とい うと、来 年度以 降審 議する・ しない 、ど こま

で 正式なも ので決 定す るか、こ れは公 益の 先生方に も当然 かか わっ

て くる話に なると 思う のですが 、その 場で しっかり 、来年 やる のか

や らないの かを決 めて しまうの か、ど んな 形で進め られる のか 、仮

に 決をとら れて審 議す るのか、 決をと られ て審議す る場合 は総 会に

か けるのか という こと を、ある 程度決 めて おかない と、多 分こ こに

書 かれてい たとし ても 、いつも どおり の審 議で、使 用者側 の皆 さん

も 小委員会 でご指 摘い ただいて おりま すし 、そうい う内容 を我 々労

働 者側委員 からす れば 、是非お 願いし ます と、その 繰り返 しに なっ

て しまうの ではな いか と思うま すので 、そ の辺を公 益の先 生方 、労

働 局の皆さ んとの 相談 になるの かもし れま せんが、 そんな 形で 審議

が スムーズ に進む よう 、ご協力 いただ けれ ばと思い ますの で、 よろ

し くお願い いたし ます 。  

 

○ 沼 尾部会 長代表  

   念 の た め、 資料 の５の２ 枚目、 答申 がござい ますが 、そ の記の３

の ただし書 きにつ いて 、ご意見 があっ たと 、これに ついて いか がで

し ょうか。  

 

○ 井 出委員  

   各 種 商 品小 売業 は、以前 から検 討さ せていた だいく 中で 、今年に

つ いては審 議に入 って いくこと なんで すけ ど、具体 的に結 論を いた

だ いて、次 年度以 降部 会を開催 してい くか という方 向を、 どこ で決

め ていくか という 確認 というよ うなこ とで とろしい のです か。  

 

 ○ 山 口委 員  
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   は い 、 そう です ね。  

   当 然 、 専門 部会 の中で、 十分ご 審議 をいただ くとう いう ことなん

で しょうけ ど、こ こで 話し合わ れた結 果が 、来年に 反映さ れて しま

う のかどう なのか を含 めてです ね。  

 

○ 井 出委員  

   そ れ で は、 専門 部会の中 でこれ から の方向を 協議し てい ただく

と 、そこで 方針が 示さ れ、それ をまた 全体 の審議会 として 反映 して

い ただいて 、方向 を決 めるとい う流れ で持 っていく という こと でよ

ろ しいでし ょうか 。  

   こ の よ うな ご理 解でよろ しいで すか 。  

 

 ○ 山 口委 員  

   そ こ を 含め てで すね。審 議の進 め方 をですね 、しっ かり とどこま

で 結論を出 すのか とい うことも 含めて です ね、ある 程度事 前に お決

め いただい てとい うか 、それは 専門部 会の 中で最終 的な結 論ま では

求 めないと いうの か、 意見交換 させて いた だく以上 、最終 的に 来年

ど うするの かとい うと ころまで 、結論 まで 出すのか 、結論 を出 すと

す れば、多 数決を とっ て出すの かを含 めて ですね、 どうす るの か、

こ れは使用 者側の 先生 方に聞い ている ので はなくて 、どう やっ てす

す めるのか という こと を、事前 にある 程度 共有する という か、 労働

局 の皆様も どうい うお 考えなの かとい うこ とも、こ れは答 申書 に書

い てある内 容なも ので すから、 事前に 何も ない状態 で入る と混 乱し

て しまうの で、是 非事 前にお考 えにな って 審議に入 ってい ただ きた

い というお 願いで ござ います。  

 

 ○ 井 出委 員  

   決 め て いた だく のは、専 門部会 の中 で、方針 をしっ かり と審議し

て いただい て、方 向づ けをして もらう とい うことで すね。 それ につ

い て、また 審議会 の中 に報告し てもら って 、方針を 説明し てい ただ

く とそこで 正式に 決定 していく という 流れ だと思い ますけ れど も。

い ずれにし ても、 部会 の中でき ちんと した 方針を定 めてい ただ て、

と いうとこ ろで決 めて いただく という 展開 でよろし くない でし ょう
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か 。  

 

 ○ 倉 﨑委 員  

   ち ょ っ と口 をは さんで申 し訳な いで すけど、 私が、 この 問題が話

題 になった とき、 決と いうお話 しでし たけ れど、決 が必要 なの は必

要 性有りの 判断を する のに、合 意な決 が必 要なので 、必要 性な しと

い うことは 、一方 が賛 同しなけ れば不 必要 になって しまう 。だ から

決 の問題で はなく 、私 がイメー ジして いる のは、使 用者側 なん かで

今 年度の専 門部会 の審 議が出た 結果、 そこ の審議は 自由な んで すけ

ど 、たとえ ば、や った 結果次年 度に審 議を する必要 性がな いの では

な いか、も し、部 会が 使用者側 の判断 とし て思い至 ったの であ れ

ば 、たとえ ば、そ の次 年度に関 しては 、必 要性がな いとい う見 解で

あ る。使用 者側が 一方 的な見解 を示し たう えで、そ れを記 録と して

残 し、３月 の総会 に報 告してお けば、 たと えばです ね、私 がち ょっ

と 懸念した のは、 長年 審議をや ってき た経 過がある ので、 不意 打ち

的 に終わら せるよ うな ことはし たくな いな と思って いるの で、 結論

と してイメ ージし てい るのは、 一方的 な使 用者側の 見解と して 、も

う 次年度は 必要な いん じゃない かとい うこ とを議事 録に残 して もら

う 、拘束力 という 話も あったと 思いま すが 、基本的 には審 議は 年度

単 位で、委 員を構 成さ れますの で、そ れぞ れの職権 は地位 の範 囲で

し か及ばな いと思 うの で、あく までも この 日の判断 で、や るや らな

い というの は、た ぶん 、決めら れるの かど うか疑問 がある 、だ から

今 年度の専 門部会 を構 成された 後に、 使用 者側も部 会委員 の皆 さん

の 判断とし て、次 年度 は必要性 がない ので はないか と思い 至っ たの

で あれば、 そうい うこ とを議事 録に残 して いただい て、そ うい うお

話 がありま したよ とい う、３月 の総会 で報 告してい ただい て、 次年

度 への引継 ぎ事項 とす れば、私 が当初 懸念 した不意 打ち的 な、 特賃

の 消滅とい った事 態は 避けられ るのか なと 思ってお ります 。私 は当

初 問題とし たのは 、こ ういった 趣旨で す。  

 

 ○ 沼 尾部 会長代 表  

   事 務 局 、手 続き 的にはど うなん です か。  
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 ○ 古 畑 賃 金室長  

   今 、 倉 﨑先 生か らお話し いただ いた とおりで す。  

 

 ○ 中 村委 員  

   前 回 も この 問題 の時に、 専門部 会で お話し申 しあげ たの は、小売

業 のところ につい ては 、引き上 げの必 要は ないので はない かと いう

お 話をさせ ていた だい て、それ は昨年 も行 ったはず ですと いう お話

を 申し上げ たとこ ろ、 議事録に 残って いな いとのお 話でし たの で、

今 回はしっ かり議 事録 に残すこ とをお 願い したい。 まず、 これ が一

点 。そうし たうえ で、 それをも って本 年度 のところ で、白 黒つ ける

の か、それ をもっ て来 年度にも ってい って 白黒つけ るか、 そこ は事

務 局のご判 断では ない かと思い ます。  

 

 ○ 柘 植労 働基準 部長  

   よ ろ し いで しょ うか。  

   手 続 き 的に はで すね、先 ほど倉 﨑先 生がおっ しゃっ たと おりです

が 、仮に今 回、使 用者 側が現地 からそ うい う報告を 入れま して 、た

だ 、来年度 労働者 側の 方が、申 出を出 すの は自由で すので 、仮 に申

出 を出した 時に、 使用 者の方だ け、昨 年度 の議論で 尽くし てい ると

い うことで 、そこ で同 意しなけ れば、 仮の 話ですよ 、今回 は同 意し

て いただき ました けど 、そこで 同意を しな ければそ こで終 わり 、あ

る 程度のコ ンセン サス をとるた めに専 門部 会で議論 しまし ょう とい

う 形になっ ており ます ので、仮 に専門 部会 でそうい う議論 があ ると

し ても、労 働者側 の方 が申出を するの は自 由ですの で、申 出を した

場 合は、使 用者側 が去 年こうな ったで しょ と言って 、本審 の時 に手

を 挙げなけ れば、 それ でという 形で、 そう いう手続 きにな りま すの

で 、ご理解 いただ きた いと思い ます。  

 

○ 沼 尾部会 長代表  

  よ ろ し いでご ざい ましょう か。  

 

 ＜ 「 議事 録に残 すと いうこと で」の 声あ り＞  
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○ 沼尾部会 長代表  

よ ろ しいで すか。  

は い 、その 他議題 とし て、使用 者代表 委員 から何か ござい ます で

し ょうか。  

よ ろ しいで しょう か。  

ど う もお疲 れ様で ござ いました では、 以上 をもって 合同専 門部 会

を 閉会とい たしま す。  

 

閉 会  

                                


